
　
今
回
は
須
恵
町
ゆ
か
り
の
人
物
に

つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、評
価
が
定
ま
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
た
め
、人
物
に
つ
い
て
は
、公
的
に

取
り
上
げ
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
一
方
か
ら
見
る
と
、素
晴
ら
し
い

業
績
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
場
合
が

あ
っ
て
も
、立
場
を
異
に
す
る
と
、全

く
正
反
対
の
評
価
と
い
う
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、人
の
人

生
は
そ
も
そ
も
紆
余
曲
折
が
あ
る
も

の
で
、断
定
的
な
評
価
が
し
に
く
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
人
物
に
つ
い

て
も
、評
価
で
は
な
く
、そ
う
い
う
生

き
方
を
し
た
人
が
い
た
、と
い
う
程

度
の
紹
介
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
こ
と
は
、あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し

ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
検
索
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
人
物
を
見

出
す
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
が
面
白

い
と
こ
ろ
で
す
。
今
は
忘
れ
ら
れ
た

人
が
そ
の
時
代
の
有
名
人
と
い
う
こ

と
も
起
こ
り
ま
す
。
戦
前
の
須
恵
村

で
新
聞
が
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

初
め
て
知
り
ま
し
た
。

■�

新
聞
人
武
井
志
檄
と
福
岡
糟
屋

新
聞

　『
日
本
新
聞
年
鑑
』第
４
巻（
１
９
２

５
年（
大
正
14
年
）版
、日
本
図
書
セ
ン

タ
ー
、１
９
８
５
年
）の「
名
鑑
」に
須

恵
村
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

武
井 

志
檄
の
名
が
出
て
き
ま
す
。
名
前
が

「
し
げ
き
」と
い
う
読
み
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
が
、「
檄
」と

い
う
名
前
が
い
か
に
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
い
う
感
じ
が
す
る
の
で
、改
名

し
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
号（
ペ

ン
ネ
ー
ム
）は「
東
天
」で
す
。
当
時
の

記
者
は
、記
事
に
署
名
す
る
際
に
号

を
用
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

主
筆
は
新
聞
社
の
中
心
人
物
で
社
説

を
書
く
よ
う
な
立
場
で
す
。
粕
屋
は

粕
室
と
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
の
で
改

め
ま
し
た
。（
ま
た
、以
下
で
は
粕
屋
・

糟
屋
が
混
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、い

ず
れ
も
原
文
の
通
り
で
す
）１
９
０
１

年（
明
治
34
年
）生
ま
れ
、中
央
大
学

出
身
で
、１
９
２
５
年（
大
正
14
年
）に

は
ま
だ
満
24
歳
の
若
者
で
す
。
福
岡

市
中
島
町
は
現
在
の
博
多
区
中
洲
を

言
い
ま
す
。

武
井
志
檄（
東
天
）　
博
多
日
日
新

聞
主
筆
。
福
岡
県
粕
屋
郡
須
恵
村

（
明
三
四
、七
）生
。
中
央
大
学
。（
新

聞
歴
）博
多
毎
日
、
久
留
米
毎
日
を

経
て
現
社
へ
。（
現
住
）福
岡
市
中
島

町
浜
新
地（
電
話
三
一
〇
六
）

　
同
書
の「
全
国
新
聞
社
一
覧
表
」

に
は
福
岡
県
で
21
紙
を
挙
げ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
に
久
留
米
毎
日

（
１
９
１
８
年〔
大
正
７
年
〕創
立
）の

名
は
あ
る
も
の
の
、博
多
日
日
、博
多

毎
日
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時

の
福
岡
県
の
代
表
的
な
新
聞
は
福
岡

日
日
新
聞
、九
州
日
報
、門
司
新
報
で
、

そ
れ
と
並
ん
で
九
州
時
事
新
報
が
あ

り
、そ
こ
に
も
武
井
志
檄
の
名
が
あ

り
ま
し
た
。
福
岡
日
日
新
聞
、九
州

日
報
は
現
在
の
西
日
本
新
聞
の
前
身

で
す
。

（
新
聞
名
）九
州
時
事
新
報
　（
所
在

地
）福
岡
市
博
多
下し

も

鰮い
わ
し

町ま
ち

　（
創
立
年

月
日
）大
正
九
年
十
月
創
立
　（
組
織
）

個
人
経
営
　（
資
本
金
）五
万
円
　（
夕

刊
頁
数
）夕
四
頁
　（
社
長
）古
川
初
雄

　（
主
筆
）武
井
志
檄
　（
平
盤
台
数
）

三
　（
活
字
）七・七
五
　（
一
行
字
数
）

十
五
字
詰
　（
一
段
行
数
）八
十
行
　

（
一
頁
段
数
）十
三
段
　（
一
ヶ
月
の
購

読
料
金
）月
五
十
銭
　（
広
告
料
一
行

単
価
）一
円
　（
兼
営
事
業
）平
野
屋
日

報
其
他
。

　『
日
本
新
聞
年
鑑
』
第
２
巻

（
１
９
２
２
年〔
大
正
11
年
〕版
）で
は
、

武
井
志
檄
は
久
留
米
毎
日
編
輯し

ゅ
う

長

（
大
正
10
年
５
月
入
社
）、新
聞
歴
は

博
多
毎
日
、大
牟
田
新
聞
、著
作
は『
青

雲
狂
嵐
』、『
自
序
伝
赤
衣
の
使
者
』と

な
っ
て
い
ま
す
。「
赤
衣
の
使
者
」は
赤

と
ん
ぼ
の
こ
と
。
た
だ
、著
作
を
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
検
索
し
て
も
ヒ
ッ
ト
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
ま
た
１
９
２
７
年（
昭
和
２
年
）版

で
は
武
井
志
檄
は
引
き
続
き
主
筆
と

し
て
名
が
見
え
、博
多
日
日
新
聞
は

東
京
支
局
・
大
阪
支
局
を
持
ち
、社
員

は
50
人
、部
数（
自
称
だ
そ
う
で
す
）は

１
万
２
０
０
０
部
に
達
し
て
い
ま
す
。

　『
福
岡
県
統
計
書
』１
９
３
０
年（
昭

和
５
年
）で
は「
新
聞
紙
調
」に
武
井
の

名
が
出
て
き
ま
す
。

（
新
聞
紙
題
号
）九
州
寸
鉄
新
聞
　（
創

立
年
月
日
）昭
和
五
年
一
月
二
十
一
日

　（
発
行
時
期
）月
一
回
　（
発
行
所
）

福
岡
市
馬
出
五
七
　（
発
行
人
）武
井

志
檄

　
次
に
、『
福
岡
県
統
計
書
』１
９
３
１

年（
昭
和
６
年
）の
記
事
で
す
。
武
井

志
檄
は
須
恵
村
で「
福
岡
糟
屋
新
聞
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

（
題
号
）福
岡
粕
屋
新
聞
　（
創
立
年
月

日
）昭
和
三
年
十
月
二
十
三
日
　（
発

行
時
期
）月
一
回
　（
発
行
所
）粕
屋
郡

須
恵
村【
大
字
名
…
…
欠
】四
一
二
　

（
発
行
人
）武
井
志
檄

　『
福
岡
県
統
計
書
』１
９
３
５
年（
昭

和
10
年
）で
は
、

（
題
号
）福
岡
糟
屋
新
聞
　（
発
行
日
）

月
三
回
　（
創
刊
年
月
日
）昭
和
三
年

十
月
二
十
三
日
　（
発
行
所
）福
岡
市

吉
塚
三
角
七
一
三
　（
発
行
人
）武
井

志
檄
　（
編
輯
人
）同
上

　『
福
岡
県
統
計
書
』１
９
３
９
年（
昭

和
14
年
）で
は
、発
行
所
が
糟
屋
郡
香

椎
村
香
椎
二
ノ
一
四
四
に
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、『
第
三
種
郵
便
総
覧
』（
逓
信

省
郵
務
局
編
、１
９
３
４
年〔
昭
和
９

年
〕）に
よ
る
と
、

（
題
号
）福
岡
糟
屋
新
聞
　（
記
載
事

項
）政
治
、経
済
、学
術
、時
事
　（
認

可
年
月
日
／
発
行
定
日
）昭
和
４
、６
、

４
／
毎
月
１
回
１
日
　（
発
行
人
）福

岡
市
馬
出
三
角
　
武
井
志
檄
　（
発
行

所
）福
岡
県
須
恵
村
／
福
岡
糟
屋
新
聞

社
　（
見
本
差
出
局
）博
多

　『
福
岡
県
新
聞
紙
名
簿
』（
福
岡
県
編
、

窓
統
社
、１
９
３
３
年〔
昭
和
８
年
〕）
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に
は
、

（
題
号
）福
岡
糟
屋
新
聞
　（
発
行

日
）月
二
回
　（
創
刊
月
日
）昭
和
三
、

一
〇
、二
三
　（
発
行
所
）粕
屋
郡
須
恵

村【
大
字
名
…
…
欠
】四
一
二
　（
発
行

人
）武
井
志
檄
　（
編
輯
人
）同
上
　

（
摘
要
）【
空
欄
】

　『
全
国
新
聞
雑
誌
通
信
社
名
鑑
』（
全

国
新
聞
雑
誌
通
信
社
聯
盟
編
・
発
行
、

１
９
３
５
年〔
昭
和
10
年
〕）で
は
、

（
題
号
）福
岡
糟
屋
新
聞
　（
発
行
日
及

発
行
回
数
）月
二
回
　（
発
行
所
）福
岡

市
吉
塚
三
角
七
一
三
　
福
岡
糟
屋
新

聞
社
　（
発
行
人
又
ハ
社
長
）武
井
志

檄
　（
第
三
種
郵
便
物
認
可
年
月
日
）

昭
和
四
年
六
月
四
日

　
以
上
の
記
事
か
ら
、「
福
岡
糟
屋
新

聞
」は
１
９
２
８
年（
昭
和
３
年
）、須

恵
村
で
創
刊
さ
れ
、馬
出（
吉
塚
）を
経

て
、１
９
３
９
年（
昭
和
14
年
）ま
で
に

香
椎
村
へ
と
移
転
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　『
福
岡
県
新
聞
紙
名
簿
』（
１
９
３
３

年
）か
ら
糟
屋
郡
内
で
発
行
さ
れ
て
い

た
新
聞・雑
誌（
定
期
刊
行
物
）を
挙
げ

て
お
き
ま
す
。

順
に（
題
号
）（
発
行
日
）（
創
刊
月
日
）

（
発
行
所
）（
発
行
人
）（
編
輯
人
）

【
月
三
回
以
下
】

新
原
　
月
一
回（
雑
誌
）　
大
正

一
五
、二
、四
　
粕
屋
郡
志
免
村
赤
坂

　
吉
田
儀
市
　
同
上

研
究
と
報
告
　
年
四
回（
雑
誌
）　
昭

和
五
、一
〇
、二
五
　
同
郡
箱
崎
町
法

文
学
部
　
林
田
和
博
　
同
上
　
※
九

州
大
学
の
こ
と

九
州
大
学
新
聞
　
月
一
回
　
昭
和
二
、

六
、七
　
同
郡
箱
崎
町
法
文
学
部
　
赤

松
顕
三
　
同
上

篠
栗
新
報
　
年
四
回
　
昭
和
二
、

一
二
、二
一
　
同
郡
篠
栗
村
　
藤
卯
一

郎
　
西
島
隆
一

法
文
論
叢
　
年
二
回（
雑
誌
）　
昭
和

四
、一
〇
、二
五
　
同
郡
箱
崎
町
法
文

学
部
　
中
野
葛
二
　
赤
松
顕
三

福
岡
朝
日
新
聞
　
月
一
回
　
大
正

一
四
、九
、二
四
　
同
郡
大
川
村
内
橋

五
三
四
　
藤
和
一
郎
　
同
上

九
州
時
事
評
論
　
月
一
回
　
昭
和
六
、

三
、一
〇
　
同
郡
須
恵
村
四
一
三
　
河

野
千
代
　
同
上
　
※「
福
岡
糟
屋
新

聞
」と
番
地
が
隣
り
合
っ
て
い
る
の
で
、

実
際
に
は
武
井
志
檄
の
経
営
と
想
像

さ
れ
ま
す
。

北
九
州
時
報
　
月
二
回
　
昭
和
六
、四
、

一
　
同
郡
箱
崎
町
二
二
八
二
　
野
辺

五
十
馬
　
同
上

福
岡
タ
イ
ム
ス
　
月
一
回
　
昭
和
六
、

一
、一
　
同
郡
香
椎
村
浜
男
二
四
〇
　

田
中
秀
穂
　
同
上

九
州
民
政
　
月
一
回（
雑
誌
）　
昭
和

八
、三
、二
六
　
同
郡
同
村
大
字
香
椎

七
八
一
　
鶴
我
武
義
　
同
上

【
無
保
証
ノ
部
】

主
婦
之
栞
　
月
一
回
　
昭
和
五
、

一
二
、一
四
　
粕
屋
郡
席
内
村
古
賀
　

山
本
研
介
　
同
上

二
ビ
シ
時
報
　
月
一
回
　
昭
和
五
、

一
二
、一
四
　
同
郡
同
村
同
　
山
本
研

介
　
同
上

九
州
婦
女
界
　
月
一
回
　
昭
和
八
、四
、

二
六
　
同
郡
香
椎
村
浜
男
七
九
六
　

沖
口
安
一
　
同
上

　「
福
岡
糟
屋
新
聞
」「
九
州
時
事
評

論
」と
も
に
原
紙
は
ど
こ
に
も
保
存
さ

れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
古
い

新
聞
紙
は
引
き
出
し
の
中
の
湿
気
よ

け
の
下
敷
き
に
さ
れ
て
い
る
な
ど
再

利
用
さ
れ
、た
ま
た
ま
残
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
新
聞
社
が
フ
ァ
イ
ル
し
て

意
図
的
に
残
し
て
い
る
場
合
を
除
け

ば
、大
掃
除
の
際
な
ど
に
家
庭
で
偶

然
に
発
見
さ
れ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

た
と
え
断
片
的
な
も
の
で
も
貴
重
で

す
。
須
恵
村
で
発
行
さ
れ
て
い
た「
福

岡
糟
屋
新
聞
」「
九
州
時
事
評
論
」も
ど

こ
か
に
眠
っ
て
い
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

■
雑
誌『
新
原
』百
号

　
上
記
の
月
刊『
新
原
』は
海
軍
炭
鉱

で
発
行
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
こ

れ
に
関
連
し
て
次
の
記
事
が
あ
り
ま

し
た
。

機
関
雑
誌
　
月
刊
雑
誌『
新
原
』を
発

行
し
、
各
戸
に
無
料
配
布
し
、
従
業

員
指
導
の
機
関
た
ら
し
む
。
大
正
11

年
１
月
創
刊
、本
年
５
月
号
を
以
て

１
０
０
号
に
達
す
。（「
海
軍
燃
料
廠
採

炭
部
概
要
」『
九
州
鉱
山
学
会
誌
』３
巻

３
号
、１
９
３
２
年〔
昭
和
７
年
〕５

月
）

　
創
刊
の
大
正
11
年
は
１
９
２
２
年

で
す
。
た
だ
、『
福
岡
県
新
聞
紙
名
簿
』

で
は
大
正
15
年
創
刊
と
し
て
い
た
の

で
、ず
れ
が
あ
り
ま
す
。
以
下
の
通
り
、

正
し
く
は
大
正
13
年
で
し
た
。

　
本
連
載
の
第
１
８
０
回（『
広
報
す

え
』２
０
１
８
年
11
月
）、新
原
海
軍
炭

鉱
の
雑
誌『
新
原
』（
４
）で
そ
の
問
題

に
触
れ
て
い
ま
し
た
。（
以
下
は
再
掲

載
で
す
）

　
前
号
ま
で
３
回
か
け
て
紹
介
し
た

通
り
、謄
写
版
二
色
刷
の
月
刊『
新
原
』

は
大
正
13
年（
１
９
２
４
）１
月
、第
１

巻
第
１
号
が
発
行
さ
れ
、翌
14
年
2

月
の
第
２
巻
第
２
号
ま
で
14
号
分
の

発
行
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
五
月
の
連
載
１
７
７
回
で
は

「
大
正
14
年
３
月
以
降
が
発
行
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。」

と
書
き
ま
し
た
が
、体
裁
は
変
わ
る

も
の
の
、活
版
刷
り
で
刊
行
が
継
続

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、実
は
従
来
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
雑
誌『
新
原
』に
よ
っ

て
確
か
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
そ

の
こ
と
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
活
版
刷
り『
新
原
』は
毎
月
５
日
、海

軍
燃
料
廠
採
炭
部（
つ
ま
り
新
原
海
軍

炭
鉱
で
す
）の
発
行
で
非
売
品
。
発
行

兼
編
輯
人
尾
崎
強
、印
刷
人
木
村
亀

太
郎（
福
岡
市
）。
私
が
持
っ
て
い
る

の
は
お
よ
そ
40
年
前
に
複
写
し
た
も

の
で
、現
物
は
所
在
不
明
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
複
写
で
残
っ
て
い
る
の
は
い
ず
れ

も
昭
和
４
年（
１
９
２
９
）の
11
冊
で

第
６
巻
。
大
正
13
年
創
刊
の『
新
原
』

か
ら
５
年
後（
６
年
目
）で
、巻
数
は

合
い
ま
す
。
そ
れ
で
体
裁
が
違
っ
て

い
て
も
、同
じ『
新
原
』と
い
う
雑
誌
だ

と
確
認
で
き
る
わ
け
で
す
。
昭
和
４

年
１
月
号
に
は
号
数
の
記
載
が
な
く
、

２
月
号
は
第
６
巻
第
２
号
に
あ
た
り

ま
す
が
、通
巻
第
62
号
と
表
紙
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

大
正
13
年
１
月
～
昭
和
３
年
12
月
の

５
年
間
に
60
号
分
が
刊
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
り
、毎
月
１
回
も
欠
か
さ

ず
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　
つ
ま
り『
新
原
』は
１
９
２
４
年（
大

正
13
年
）１
月
の
創
刊
で
す
か
ら
、「
大

正
11
年
１
月
創
刊
」は
間
違
い
と
思

わ
れ
ま
す
が
、前
身
と
な
る
何
ら
か

の
出
版
物
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、

な
お
注
意
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。『
九
州
鉱
山
学
会
誌
』の
記
事
か

ら
１
９
３
２
年
５
月
に
通
巻
１
０
０

号
に
達
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

計
算
し
て
み
る
と
、１
９
３
２
年
４
月

発
行
分
が
１
０
０
号
に
な
る
の
で
、ど

こ
か
で
１
号
分
休
ん
だ
可
能
性
が
あ

り
ま
す
が
、そ
れ
で
も
定
期
発
行
が

維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
終
刊
の
時
期
は
不
明
で
す
。ま
た
、

炭
鉱
内
の
全
戸
配
布
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
も
、『
九
州
鉱
山
学
会
誌
』か
ら

分
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。
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